
江
戸
時
代
に
b
け
る
農
業
生
産
力
の
発
展
に
つ
い
て

|
|
安
倍
川
流
域
の
新
田
集
落
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
|
|

丹

妙

子

治

一
、
は
じ
め
に

江戸時代における農業生産力の発展について

一
般
に
新
田
集
落
の
問
題
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ
た
集
落
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
江
戸
時

代
に
か
か
る
集
落
が
爆
発
的
に
成
立
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
実
際
に
新
田
集
落
合
}
と
り
あ
げ
、
江
戸
時
代
以
前
に
成
立
し
た
集

落
「
古
村
」
と
の
比
較
に
お
い
て
、
新
国
の
も
つ
意
味
を
歴
史
地
理
学
的
な
立
場
か
ら
実
証
的
に
考
察
し
た
い
。

内
田
寛
一
氏
の
提
起
し
た
分
析
視
角
を
発
展
的
に
進
め
た
菊
地
利
夫
氏
の
研
究
に
よ
り
、
新
田
の
性
格
、
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に

さ
れ
、
か
っ
全
国
に
わ
た
る
系
統
的
分
類
が
な
さ
れ
た
①

O

し
か
し
、
個
々
の
新
田
は
、
そ
の
地
域
独
特
な
性
格
〈
地
域
性
〉
を
展
開
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

静
岡
市
の
西
部
を
流
れ
る
安
倍
川
の
流
域
に
は
、
二

O
村
に
の
ぼ
る
「
新
田
」
地
名
が
み
ら
れ
る
。
流
域
を
、
河
口
か
ら
約
六
粁
上
流

の
支
流
(
藁
科
川
)
と
安
倍
川
と
の
合
流
点
を
境
に
、
藁
科
川
流
域
区
・
安
倍
川
上
流
域
区
・
安
倍
川
下
流
域
区
に
分
け
て
み
る
。.. 
駿

河
志
料
②
」
「
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
③
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
藁
科
川
流
域
に
二
村
(
合
計
高
約
六
七
石
)
、
安
倍
川
上
流
域
に
一
一
村
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(
合
計
高
約
一
九
九
二
石
)
|
|
う
ち
五
村
に
は
民
家
な
し
(
合
計
高
約
九
九
二
石
)
、
安
倍
川
下
流
域
に
六
村
(
合
計
高
約
一
一
一
一
六
石
)
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東新田・小坂村の位置および安倍川・藁科川の流路

( 5万分の l地形図「静岡J.2分の 1に縮図)

第 1図

お
よ
び
新
国
と
推
定
で
き
る
村

二
カ
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新

田
は
、
安
倍
川
上
流
域
の
遠
藤

新
旧
が
天
正
(
一
五
七
一
ニ

t
九

一
)
の
頃
、
安
倍
口
新
田
が
慶

長
中
(
一
五
九
六

l
一
ム
ハ
一
四
)

「
彦
坂
九
兵
衛
奉
行
の
時
な
る

説
ま
た
以
前
」

(
駿
河
志
料
)

と
あ
る
よ
う
に
、
大
部
分
が

六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
前
半

に
か
け
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
開
発
年
代
、
開
発
者
、

目
的
な
ど
全
く
不
明
な
も
の
も

数
ケ
村
あ
る
。

こ
れ
ら
三
地
区
の
う
ち
、
特

に
下
流
域
に
発
達
し
た
い
わ
ゆ

る
安
倍
川
三
角
州
上
の
新
田
集



落
は
、
そ
の
発
達
過
程
に
お
い
て
、
安
倍
川
流
路
の
固
定
化
・
安
倍
川
築
堤
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
永
禄
年
間
(
一

五
五
八

l
六
九
)
に
藁
科
川
を
瀬
替
し
て
安
倍
川
と
合
流
さ
せ
る
と
同
時
に
、
安
倍
川
の
河
道
も
整
理
し
て
三
角
州
の
西
方
に
瀬
替
し
た

近
世
前
期
開
発
隆
盛
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
安
倍
川
三
角
州
上
に
お
け
る
新
田
解
明
の
糸
口

@
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

と
し
て
、
安
倍
川
西
岸
の
新
田
「
東
新
田
」
を
と
り
あ
げ
た
。
開
発
年
代
等
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

「
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
」
に
「
む

か
し
、
小
坂
村
の
百
姓
来
り
て
開
発
せ
し
と
ぞ
、

小
坂
村
よ
り
東
に
当
れ
ば
東
新
田
と
よ
び
し
な
る
べ
し
⑤
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
東
新
田
を
新
回
の
研
究
対
象
と
し
、
比
較
考
察
す
る
た
め
に
古
村
で
あ
る
小
坂
村
を
と
り
あ
げ
た
。
小
坂
村
は
、
東
海
道
よ
り
以
前

江戸時代における農業生産力の発展について

か
ら
あ
っ
た
道
と
い
わ
れ
る
駿
府
と
益
津
郡
(
現
在
焼
津
市
)
を
結
ぶ
「
日
本
坂
の
道
」
の
駿
府
側
(
東
側
)
谷
口
に
あ
る
。

こ
れ
ら
二
ケ
村
の
区
有
文
書
を
利
用
し
た
が
、
残
存
し
て
い
る
史
料
の
関
係
上
、
き
わ
め
て
制
約
を
受
け
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
東

新
田
と
小
坂
村
の
文
書
、
冊
子
の
比
較
検
討
に
よ
り
主
観
的
な
即
断
を
い
く
ら
か
で
も
避
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。

ニ
、
生
産
力
の
変
化

村
の
年
毎
の
有
高
を
生
産
力
と
考
え
、
有
高
に
対
す
る
取
米
の
割
合
を
年
貢
率
と
し
て
、
分
析
の
指
標
と
し
た
。
土
地
生
産
力
は
石
盛

の
と
お
り
と
し
、
時
代
的
増
減
は
な
か
っ
た
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
高
の
大
小
が
耕
地
の
安
定
性
を
示
し
、
生
産
力
の
変
化
に

反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

付

東
新
国
の
場
合

東
新
田
の
発
展
は
、
高
辻
・
新
田
高
・
有
高
の
変
化
か
ら
三
つ
の
時
代
に
区
分
で
き
る
。

41 

第
一
期

寛
永
一
四
年
l
延
宝
三
年
(
一
六
三
七

l
七
五
)
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高
辻

五
七
・
八
六
六
石

正
保
二

l
慶
安
元
年

二
了
六
四
六
石

新
田
高

慶
安
二

l
延
宝
三
年

七
八
・
二
三
七
石

こ
の
間
の
平
均
有
高
は
四
一
・
九
石
(
高
辻
の
七
二
・
四
%
)

で
あ
る
。
寛
永
一
四

l
慶
安
二
年
は
八
五
%
以
上
の
有
高
で
か
な
り
安

定
し
て
い
る
。
慶
安
三

t
延
宝
三
年
に
は
、
ほ
ぼ
四

l
五
年
に
一
度
の
割
合
で
水
損
川
成
引
が
あ
り
、
有
高
が
六
O
I
五
O
M
P
に
減
少
し

←1期一冊一 2期石

200 

占
品
リ

宕

2

2

同

汁

辻

石

帯
、
高
総

100 

文
化
一
七

一
八

O
O

延
享
四

-
享
保
八

一
七

0
0

延
宝
四

寛
君丈

四

o 

待ー1 期~ト一一 2期一)< 3期一→

一一_A率(取米/高辻)

ー---B率(取米/高辻有高)

文
化
一
七

% 

50 

40 

30 

上表高有る
ト
A
F写帳付

つ

割

引
田

率

新

貢

東

年と

図。正

寛
永
一
四
第

一八

O
O

延
享
四

享
保
八

一七
0
0

延
{
五
四

20 

10 

。

て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
期
最
後
の
延
宝

-
三
年
に
砂
押
水
押
川
成
引
の
た
め
、

O
%
に
満
た
な
い
三

l
五
石
の
生
産
高
と

な
る
。
新
田
高
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
慶
安
元
年
は
一
O
O
%
の
有
高
で
あ

る
が
、
慶
安
二
年
以
後
平
均
有
高
四
六

三
石
(
五
九
・
二
%
)
で
あ
り
、
延
宝
二

年
に
は
二
O
M
以
下
の
生
産
力
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
第
一
期
の
生
産
力
は

平
均
六
O
I
七
O
%
で
、
洪
水
の
害
を
受

け
や
す
い
、
不
安
定
な
新
田
耕
地
で
あ

る
。
こ
の
時
期
の
「
御
年
貢
割
付
状
写
」



「
河
原
当
新
田
」
と
い
う
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
は
東
で
な
く
、
作
毛
が
あ
る
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
安
倍
川
河

原
の
自
然
堤
防
を
開
発
し
、
居
住
し
た
新
田
で
あ
り
、

-i」争点
、

b
v
t
 

未
だ
安
倍
川
西
岸
の
堤
防
は
築
か
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
@
o

新
田
の
近
世
に
お
け
る
役
割
、
す
な
わ
ち
新
田
開
発
の
可
能
性
を
知
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
年
貢
率
を
求
め
た
。
検
地
に
よ
り
定
め
た

高
辻
に
対
す
る
率

(
A
)
と
、
実
際
に
農
民
が
納
め
た
有
高
に
対
す
る
率

(B)
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
2
図
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、

A
率
は
有
高
と
同
じ
減
少
(
一
一
八

l
三
五
%
↓
一
四

l
二
%
)

B
率
は
三

0
1四
O
%
で
ほ
ぼ
一
定
で
あ

の
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、

る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
高
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
は
、
三
割
か
ら
四
割
の
年
貢
率
を
課
さ
れ
、
生
産
高
の
低
い
年
ほ
ど
課
税

江戸時代における農業生産力の発展について

は
重
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
慶
安
二
年
以
後
の
新
田
高
に
対
し
て
は
A
率
八

l
一
九
%
、

B
率
一

0
1二
O
%
で
あ
る
た
め
、
有
高

合
計
に
対
す
る
率
は

A
率
一
O
I
二
五
%
、

B
率
二
五

1
一
二
O
%
と
低
く
な
る
。
以
上
か
ら
該
耕
地
の
不
安
定
性
が
推
測
さ
れ
る
o

第
二
期

延
宝
四
年
l
延
享
三
年
(
一
六
七
六
1
四
六
)

高
辻

一
三
六
・
二
一
三
石
(
元
禄
三
年
以
後
一
一
一
一
六
・
一
八
一
石
)

古
知
新
田
高
(
享
保
八
年
検
地
)

一
七
・
六
三
七
石

総
石
高
一
五
三
・
八
五
四
石

平
均
有
高
は
延
宝
四

t
享
保
七
年
に
一
一
一
六
・
一
石
(
九
二
・
六
対
)
、
享
保
八

l
延
享
三
年
二
一
八
・
七
石
(
九
四
・
五
%
)
で
あ
る
。

慶
安
二
年
以
後
新
田
高
で
あ
っ
た
七
八
・
二
三
七
石
は
、

延
宝
四
年
の
検
地
の
際
に
高
辻
へ
加
え
ら
れ
、

以
後
高
辻
は
明
治
ま
で
変
ら

な
い
。
後
に
検
地
さ
れ
た
新
田
は
、
検
地
実
施
の
年
号
に
よ
り
、
各
々
古
知
・
邦
・
子
・
午
新
田
の
ご
と
く
、
新
田
高
と
し
て
取
り
あ
っ

か
わ
れ
た
。
延
宝
四
年
に
は
、
前
々
か
ら
の
砂
押
、
水
押
、
風
損
引
に
よ
っ
て
五
六
・
二
石
(
四
一
・
三
%
)

の
有
高
で
あ
る
。
延
宝
五

ー
七
年
は
一
二
八
石
(
九
三
%
)
と
な
る
が
、
延
宝
八

l
貞
享
三
年
に
は
水
損
、
風
損
の
た
め
、

七
五

l
八
五
ガ
に
下
が
る
。
そ
の
ご
元

43 

禄
一
一
年
ま
で
は
九
三
%
で
安
定
し
、
七
%
の
川
成
永
引
が
あ
る
。
元
禄
二
一

l
三
年
に
風
損
で
三
O
I
二
五
%
の
被
害
が
あ
る
が
、
元
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禄
一
四

l
享
保
七
年
は
七
%
の
川
成
永
引
の
部
分
も
徐
々
に
再
墾
さ
れ
安
定
し
た
。
享
保
八

1
延
享
三
年
の
高
辻
は
、
本
田
畑
に
お
い
て

享
保
二
ハ
年
に
田
方
風
水
損
引
二
四
・
四
石
、
畑
方
早
損
引
一
五
・
八
石
、
計
四

0
・
二
石
(
一
一
九
・
五
%
)
の
被
害
が
あ
り
、
享
保
一

九
年
に
畑
方
麦
作
違
引
一

0
・
五
石
(
七
・
七
%
)

の
欠
損
が
あ
る
だ
け
で
、
こ
の
間
の
平
均
有
高
は
二
三
了
七
石
(
九
八
・
二
%
)

'if J 
回
一
自
由
冨
盟
国
間
働

第 3図東新田検地年度別耕地図

(2，400分の 1地籍図を約5分の 1に縮図)

1 本因畑延宝4年検地 (1676)

2 古夕日新田 享保8年検地 (1723)

3 知新田延享4年検地 (1747)

4 子新田宝暦6年検地 (1756)

5 午新田宝暦12年検地 (1762)

6 辰新田弘化元年検地 (1844)

で
安
定
し
た
生
産
高
を
示
し
て
い
る
o

古
知
新
田
は
、
石
盛
が
本
田
畑
と
同
じ
で
下
回
一

O
、
下
畑
五
で
あ
り
、
石
高
は
下
回
一
四
・
八

て
い
る
。

五
石
、
下
畑
二
・
八
二
三
石
で
あ
る
o

検
地
を
受
け
た
享
保
八
年
は
八
・
三
八
五
石
の
半
毛
引
で
あ
る
が
、
以
後
欠
損
引
も
な
く
安
定
し



第
二
期
は
第
一
期
に
比
較
し
て
、
非
常
に
安
定
し
た
高
い
生
産
力
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
延
宝
四
年
を
境
に
安
倍
川
築
堤
が
完
成
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
裏
付
け
と
し
て
、
安
定
し
た
有
高
の
外
に
、
東
新
田
の
開
発
過
程
を
示
す
地
図
⑦
が
あ
る
。
(
第
3
図)。

こ
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
二
重
の
堤
防
が
あ
る
o

内
側
の
堤
防
を
内
堤
防
、
外
側
の
を
外
堤
防
と
す
れ
ば
、
内
堤
防
の
内
側
に
本
田
畑
と
古

知
新
田
畑
が
あ
り
、
知
新
回
以
後
の
新
田
畑
は
内
堤
防
と
外
堤
防
聞
に
位
置
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
堤
防
完
成
に
よ
り
本
田
畑
の

生
産
力
が
安
定
し
た
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
築
堤
完
成
ま
で
に
約
一
O
年
位
か
か
り
、
そ
の
聞
の
五
年
間
は
一
五

l

二
五
%
の
欠
損
引
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ご
水
損
引
が
あ
っ
た
の
は
、
享
保
二
ハ
年
の
二
九
・
五
%
だ
け
で
、
外
の
被
害
は
風
損
、
虫
付

江戸時代における農業生産力の発展について

等
で
あ
り
、
内
堤
防
の
堅
固
さ
を
示
し
て
い
る
。

年
貢
率
は
、

A
・
B
率
共
に
、
延
宝
四

l
天
和
二
年
二

0
1二
八
%
の
低
率
で
、
新
田
の
鍬
下
年
季
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
期
聞
を
除

く
と
、
第
一
期
の
三
O
I
三
六
%
か
ら
増
加
し
、
享
保
一
二
年
以
後
四
六

1
四
八
%
に
、
さ
ら
に
宝
暦
年
間
l
明
和
二
年
五
O
%
を
超
え

る
高
率
と
な
る
。
こ
れ
を
享
保
改
革
と
関
連
し
て
考
え
る
と
、
東
新
国
に
お
け
る
延
宝
四
年
検
地
の
本
田
畑
、
延
享
四
年
検
地
の
知
新
田

畑
(
ほ
ぼ
東
新
回
全
域
)
は
、
領
主
の
貢
租
増
徴
政
策
@
が
耕
地
の
安
定
化
に
あ
ら
わ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第

期

延
享
四
年
l
文
化
一
四
年
(
一
七
四
七

l
一
八
一
七
)

高
辻

一
三
六
・
一
八
一
石

新
田
高

古
知
一
七
・
六
七
三
石
、
知
(
延
享
四
年
検
地
)
一
ニ
六
・
八
二
ハ
石
、
子
(
宝
暦
六
年
検
地
)
六
・
O
五
六
石
、
午
(
宝
暦

一
一
一
年
検
地

)
0
・
0
四
八
石

総
石
高

延
享
四

t
宝
暦
五
年
一
九

0
・
六
七
O
石
、
宝
暦
六

t
一
一
一
年
一
九
六
・
七
二
六
石
、
宝
暦
一
二
年
以
降
一
九
六
・
七
七
四
石

45 

本
田
は
明
和
二
年
に
虫
付
、
風
損
皆
無
で
六
六
・
九
石
(
四
九
・
一
万
)
、
明
和
九
年
風
損
四
二
・
五
石
(
一
三
・
二
%
)
、
安
永
四
年
風
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損
コ
二
・
四
石
(
二
三
%
)
の
被
害
が
あ
っ
た
外
は
、

ほ
ぽ
一

oodpの
有
高
で
あ
る
。

知
新
田
は
、
石
盛
が
下
回
八
、
下
畑
五
で
、
面
積
は
田
方
が
畑
方
の
半
分
で
あ
る
。
ま
た
、
見
付
畑
(
石
盛
三
)
が
四
六
%
を
占
め
、

土
地
生
産
力
が
低
い
。
平
均
新
田
有
高
は
、
古
知
新
田
一
七
・
三
石
(
九
八
%
)
、
知
新
田
二
六
・
九
石
(
七
一
一
一
%
)
で
あ
る
。
知
新
田
は
、

延
亭
四

l
宝
暦
二
年
の
六
年
間
に
は
ほ
ぼ
一
O
O
%
だ
が
、
宝
暦
三

t
安
、
氷
八
年
の
二
七
年
間
に
一
一
石
(
三
O
%
)
に
さ
が
り
、
七
O

%
が
石
砂
入
川
成
引
の
被
害
で
あ
っ
た
。
安
永
九
年
か
ら
知
新
田
の
荒
地
開
発
を
進
め
、
安
定
し
た
生
産
力
と
な
る
。
外
堤
防
は
、
延
享

四
年
に
築
堤
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
実
際
に
完
成
し
、
水
害
が
な
く
な
る
の
は
、

四
O
年
余
も
後
の
寛
政
元
年
頃
で
あ
る
。
外
堤
防

は
、
安
倍
川
の
遊
水
地
を
減
ら
し
、
川
幅
を
狭
く
し
て
築
堤
し
た
た
め
、
完
成
ま
で
に
長
期
間
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
欠
損
引

も
な
く
安
定
す
る
。
年
貢
率
は
、
延
享
四

1
明
和
二
年
B
率

(
A
も
ほ
ぼ
同
じ
)
四
六

l
五
四
%
の
高
率
を
続
け
る
が
、
明
和
一
二

1
天
明

四
年
一
ニ

0
1四
O
%
に
さ
が
り
、
天
明
六
年
以
後
三
九
%
の
定
免
と
な
る
。

以
上
、
第
一
期

t
第
三
期
の
生
産
力
の
変
化
は
、
安
倍
川
堤
防
に
対
す
る
依
存
度
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

科

小
坂
村
の
場
合

第
一
期

慶
長
九
年

t
延
宝
三
年
ご
六
O
四

1
七
五
)

高
辻

慶
長
九

t
一
一
年
六
二
四
・
六
七
O
石
(

a

)

、
元
和
五

t
九
年
六
二
ハ
・
一
五
O
石

(
b
)
、
慶
安
元
年
延
宝
三
年
六
七
七
・
七

六
O
石
(
C
)

平
均
有
高

a 

五
九
六
・
四
石
(
九
五
・
五
%
)

b 

五
五
九
・
三
石
(
九

0
・
八
%
)

C 

三
二
八
一
・
三
石
(
四
八
・
四
%
)
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一
克
和
五
年
の
塩
害
に
よ
り
有
高
が
六
O
%
と
な
る
。

。

慶
安
元
l
延
宝
三
年
の
二
八
年
間
に
一
一
年
分
の
史
料

明
治
四

し
か
な
い
が
、
慶
安
元
}
承
応
三
年
の
七
年
間
は
二
O

静

o
l
三
O
O
石
の
水
損
を
う
け
た
o

寛
文
一
一
一
l
延
宝

年げ
三
年
の
四
年
間
は
塩
入
引
で
二
O
o
l
五
O
O
石
、
特

お
に
延
宝
元
1
三
年
の
塩
水
損
引
は
七
O
%
で
あ
っ
た
。

一
八
円

δ
高一

何
年
貢
率
は
、
東
新
田
と
違
い

A
-
B
の
型
が
ほ
ぼ
一
致

は
す
る
の
で

B
率
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
。
(

a

)

期
五
O

帳

章
三
矧
%
前
後
、

(
b
)
期
は
元
和
五
年
三
七
弱
か
ら
同
九
年
五

ト
五
%
に
ほ
ぼ
直
線
的
増
加
傾
向
で
あ
る
。
(

C

)

期
は
三

宅

8
酎

四

1
四
二
%
で
あ
る
o

小
坂
村
で
は
、

2
2
5

ふ
叶
』尉

応
じ
て
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
有
高
の
上
下
と
一
致
し
た

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
文
か
ら
延
宝
に
か

図引
け
て
は
有
高
の
変
化
と
無
関
係
に
三
O
I
四
O
%
を
上

下
し
て
い
る
。

天
保
七

文
産
主

延
宝
)

慶
安
元

二ハ
0
0

第
二
期

(
一
六
七
五
l
一
七

延
宝
四
l
延
享
四

。

四
七
)
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高
辻

六
七
七
・
七
六
O
石

平
均
有
高

四
四
八
・
九
七
石
(
六
六
・
二
%
)

七
O
%
の
有
高
を
も
っ
年
は
、

七
三
年
間
、

四
二
年
分
の
史
料
の
う
ち
一
一
一
一
一
年
分
で
あ
る
。

一
九
年
分
は
欠
損
引
二

0
0
1六
O
O
石

が
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
非
常
に
異
な
る
不
安
定
な
耕
地
状
況
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
塩
害
が
八
年
分
、
水
害
八
年
分
、
残
り
三
年
分
は
検

見
引
と
記
さ
れ
明
ら
か
で
は
な
い
。
特
に
塩
害
は
、
延
宝
四
年
二
四
五
石
(
三
六
・
二
%
)
、
同
八
年
六
四
石
(
九
・
四
%
)
、
元
禄
九
年
二

五
O
石
(
三
七
%
)
、
享
保
一
六
年
コ
二
四
石
(
四
六
・
三
%
)
、
享
保
一
九
年
三
O
O
石
(
四
五
%
)
で
あ
る
。
水
害
は
、
元
禄
一
一
年
三
O

八
石
(
四
五
・
四
%
)
、
同
一
二
年
六
四
石
(
九
%
)
、
宝
永
二
年
二
五
O
石
三
一
六
万
)
、
延
享
二
年
一
六
四
石
(
一
一
四
・
二
%
)
で
、
低
い
有

高
を
示
し
、
第
一
期
同
様
に
生
産
力
の
不
安
定
を
み
せ
て
い
る
。

年
貢
率
は
、
塩
害
、
水
害
の
い
ち
じ
る
し
い
時
期
(
元
禄
一
一
一
年
こ
ろ
)
に
二
八
l
三
二
%
に
さ
が
る
が
、
貞
享
四
年
の
三
七
%
か
ら

徐
々
に
上
昇
し
、
享
保
年
聞
に
は
四
五
%
前
後
で
最
高
の
年
貢
率
を
示
す
。
延
享
二

l
四
年
に
は
再
び
三
四
l
二
五
%
に
さ
が
る
。
前
者

の
高
率
が
、
幕
府
の
年
貢
増
徴
政
策
の
あ
ら
わ
れ
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
耕
地
が
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

第
三
期

寛
延
元
年
l
明
治
四
年
(
一
七
四
八

l
一
八
七
一
)

高
辻

六
七
七
・
七
六
O
石

平
均
有
高

五
九
二
・
一
石
(
八
七
・
四
%
)

史
料
は
安
永
七

1
明
治
四
年
の
一
O
九
年
間
に
三
九
年
分
存
す
る
。
全
般
的
に
欠
損
引
も
少
な
く
な
り
、
安
定
し
た
生
産
力
と
な
っ

た
。
川
除
普
請
に
関
す
る
史
料
は
、
寛
政
元

t
文
久
二
年
に
二
三
年
分
(
三
O
冊
)
あ
る
。
大
部
分
が
小
坂
川
の
普
請
に
関
し
た
も
の

で、

「
小
坂
川
通
当
辰
春
御
定
式
川
除
御
普
請
出
来
形
帳
」

「
小
坂
川
通
当
面
夏
定
式
川
除
調
普
請
仕
上
帳
」
な
ど
の
形
式
で
、
春
か
ら



夏
に
か
け
て
川
除
普
請
を
実
施
し
て
い
る
。
普
請
を
行
っ
た
年
と
、

一
O
O
I
一
五
O
石
の
欠
損
引
を
生
じ
た
年
(
文
政
一
一
、
天
保
二
、

同
七
、
嘉
永
五
、
安
政
五
)
と
が
対
応
し
て
い
る
o

だ
い
た
い
、

一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
小
河
川
で
あ
る
小
坂
川
、
丸
子
川
が
幕
府
の

手
で
普
請
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
潮
留
に
関
す
る
史
料
は
嘉
永
七
年
と
安
政
二
年
に
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
一
九
世
紀

前
半
に
な
っ
て
、
潮
留
堤
の
御
普
請
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

年
貢
率
は
、
寛
政
元
l
享
和
三
年
に
一
七

t
一
九
%
の
低
率
で
、
文
政
五
年
以
後
二
O
%
か
ら
万
延
慶
応
年
間
の
三
五
%
に
増
加
し

て
き
た
o

第
三
期
前
半
の
史
料
が
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
が
、
寛
政
元
}
、
享
和
三
年
の
二
O
%
以
下
の
年
貢
率
は
、
寛
政
改
革
の
農
業

江戸時代における農業生産力の発展について

経
営
保
護
政
策
の
あ
ら
わ
れ
@
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

伺

小
坂
村
と
東
新
田
の
比
較

小
坂
村
は
、
第
一
・
二
期
を
通
じ
て
(
一
八
世
紀
前
半
迄
)
塩
害
、
水
害
を
非
常
に
受
け
や
す
い
不
安
定
な
耕
地
が
多
い
。
し
か
し
、

被
害
は
受
け
た
年
限
り
で
延
び
て
も
一
、
二
年
で
も
と
の
状
態
に
立
ち
直
っ
て
い
る
。
こ
の
村
は
、
小
坂
川
の
谷
口
に
立
地
し
て
い
る
の

で
、
増
水
期
に
は
簡
単
に
河
川
の
決
潰
を
生
じ
被
害
を
う
け
る
が
、
耕
地
が
石
砂
で
お
お
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
大
河
川
の
場
合
の
ご
と

く
立
ち
直
り
難
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
土
地
生
産
力
が
高
い
(
上
田
、
上
畑
が
多
い
)
こ
と
も
立
ち
直
り
の
早
い
原
因
で
あ
ろ

う

一
方
、
潮
入
に
よ
る
被
害
は
、

だ
い
た
い
四

l
五
年
続
い
て
起
き
て
い
る
。
潮
入
が
毎
年
続
い
た
時
も
あ
ろ
う
が
、

一
年
で
立
ち
直

り
難
い
被
害
で
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
第
三
期
に
入
り
か
な
り
安
定
す
る
が
、

ま
だ
一

o
o
t一
五
O
石
の
欠
損
引
が
時
々
あ
り
、

常
に
五
O
石
内
外
の
欠
損
引
を
受
け
て
い
る
。

東
新
田
は
、
第
一
期
に
年
々
生
産
力
が
さ
が
り
、
川
成
永
引
と
な
っ
て
起
し
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
安

49 

倍
川
の
増
水
期
に
受
け
た
石
砂
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
下
回
、
下
畑
が
大
部
分
を
占
め
、
耕
地
化
の
困
難
な
土
地
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で
あ
る
こ
と
も
そ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
o

第
二
期
に
入
り
堤
防
が
築
か
れ
る
と
被
害
は
非
常
に
少
な
く
な
る
。
第
三
期
に
な
っ
て
二

重
の
堤
防
に
固
ま
れ
る
と
、

内
堤
防
の
内
側
は
全
く
水
損
引
が
み
ら
れ
ず
、

生
産
高
は
増
減
も
な
く
な
り
、

年
貢
も
定
免
と
な
る
o

な

ぉ
、
年
貢
率
は
古
村
で
あ
る
小
坂
村
よ
り
高
率
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
東
新
国
は
、
近
世
に
お
い
て
幕
府
が
年
貢
増
徴
を
目
的
に
開
発
し
た
新
田
の
一
つ
で
あ
り
、

ま
た
明
ら
か
に
古
村
よ
り
高
い
年

貢
率
を
安
定
し
て
納
め
て
い
る
点
か
ら
も
、
典
型
的
な
近
世
村
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

、
む
す
び
に
か
え
て

普
請
が
本
地
域
の
新
日
開
発
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
実
際
の
過
程
に
つ
い
て
説
述
し
て
み
よ

う
小
坂
村
第
三
期
に
お
け
る
普
請
実
施
の
年
の
う
ち
、
嘉
永
六
年
に
出
さ
れ
た
歎
願
書
に
よ
れ
ば
、

駿
州
有
渡
郡
小
坂
村
谷
川
之
儀
先
達
而
奉
歎
願
候
是
迄
年
々
川
通
欠
所
繕
仕
候
得
共
数
ケ
所
之
儀
ニ
付
自
力
ニ
難
及
猶
又
奉
差
上
候
小
入
用
帳
五
ヶ
年

平
均
取
調
川
路
湊
口
時
々
堀
割
人
足
両
用
金
高
三
拾
両
余
ニ
相
成
年
々
取
調
帳
持
参
仕
出
府
歪
仕
候
町
は
往
々
百
姓
難
渋
至
極
ニ
奉
存
侯
問
自
由
ケ
間

敷
奉
存
候
得
共
当
丑
よ
り
如
、
迄
拾
五
ヶ
年
之
間
湊
口
諸
入
用
井
川
通
り
御
普
請
金
共
金
拾
五
両
宛
御
手
当
金
御
下
ケ
被
下
置
候
ハ
L

難
有
仕
合
奉
存
候

就
而
は
手
丈
夫
ニ
取
繕
仕
是
金
之
儀
は
如
何
程
相
懸
り
候
共
百
姓
割
合
を
も
っ
て
出
金
仕
取
締
仕
度
奉
存
候
何
卒
願
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
斗
重
々

難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
以
上
⑬

と
あ
る
。
寛
政
元
年
以
後
文
久
二
年
ま
で
に
こ

O
年
ほ
ど
御
普
請
を
行
な
っ
た
が
、

そ
の
聞
に
小
坂
村
自
身
が
普
請
を
し
て
い
る
こ
と
が

あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
川
通
欠
所
が
相
続
き
、
自
普
請
で
は
や
り
き
れ
ず
に
御
普
請
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
同
年

四
月
、
地
頭
所
か
ら
の
返
事
に
、



実
村
谷
川
通
欠
所
湊
口
砂
溜
堀
割
両
様
普
請
之
儀
自
力
-
一
難
及
候
ニ
付
願
之
趣
達
御
聴
候
処
当
年
普
請
入
用
之
儀
は
不
残
仕
様
帳
之
通
被
下
置
来
寅

よ
り
亥
迄
十
ヶ
年
之
間
右
為
御
手
当
金
拾
両
宛
被
下
置
候
間
村
中
申
合
取
繕
可
申
候
此
段
申
渡
候
@
」

と
あ
り
、
願
い
出
た
一
五
両
に
対
し
拾
両
の
御
手
当
金
を
出
し
、
年
数
は
一
五
カ
年
の
願
出
に
対
し
一

0
年
間
に
縮
め
て
い
る
。
村
で
は

直
ち
に
御
請
書
を
差
上
げ
て
、
寅
年
よ
り
年
々
春
中
の
百
姓
が
手
透
の
折
に
丈
夫
に
取
繕
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
川

通
欠
所
に
対
す
る
御
普
請
は
、
七

0
年
間
に
わ
た
っ
て
い
る
が
常
に
大
河
川
の
堤
防
の
よ
う
に
堅
固
な
も
の
が
で
き
ず
、
幕
末
に
至
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
形
図
で
、
北
か
ら
流
れ
て
く
る
安
倍
川
上
流
部
を
う
け
と
め
、
南
東
に
流
す
金
山
と
舟
山
と
を
結
ぶ
堤
防
(
金
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山
堤
)
は
延
享
二
年
、
文
政
一
一
年
の
小
坂
村
御
年
貢
割
付
帳
の
各
引
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
o

こ
の
堤
防
は
、
東
新
田
の
堤
防
と
異
な

り

一
九
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
も
水
下
一
五
カ
村
が
組
合
を
作
り
、
自
普
請
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
東
新
田
も
小
坂
村
も
含

弘
化
四
年
に
、
向
敷
地
村
金
山
堤
済
口
証
文
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
⑬
」
に
お
い
て
は
、

定
式
御
普
請
所
字
金
山
元

ま
れ
て
い
る
⑫
O

堤
の
水
防
白
普
請
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、

か
ね
て
水
下
一
五
ケ
村
が
出
金
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
が
、
下
流
の
小
坂
村
三
ケ
村
と
丸

子
両
組
が
不
承
知
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
官
の
威
光
に
よ
り
こ
の
夏
の
普
請
を
全
村
で
行
な
う
よ
う
諌
め
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ

る
。
同
年
さ
ら
に
水
下
一
五
ケ
村
が
「
安
倍
川
出
道
下
金
山
迄
之
間
堤
根
堅
と
し
て
御
林
ニ
被

仰
付
被
下
置
候
ハ
H
A

一
同
安
心
仕
候
」

と
林
に
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
万
延
元
年
に
向
敷
地
金
山
堤
済
口
証
文
と
し
て
「
取
扱
済
口
証
文
之
事
@
」

ヵ:
下

さ
れ
築
堤
は
完
成
さ
れ
た
。

な
お
、
塩
害
だ
が
、
嘉
永
七
・
安
政
二
年
の
史
料
が
あ
り
、

お
そ
ら
く
潮
留
堤
御
普
請
は
一
九
世
紀
前
半
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
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こ
れ
に
対
し
、
東
新
田
の
文
書
に
は
川
除
普
請
に
関
す
る
も
の
は
み
ら
れ
ず
、
寛
延
四
年
の
「
東
新
田
用
水
溝
丸
子
新
団
地
内
ニ
有
之
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候
ニ
付
丸
子
新
田
ぷ
請
取
置
申
候
証
拠
書
付
土
地
ニ
可
扱
可
申
候
事
⑬
」
、
同
年
の
「
慶
済
口
為
取
替
証
文
之
事
@
」
で
丸
子
新
田
地
内
を

通
っ
て
く
る
用
水
に
つ
い
て
、
及
び
下
川
原
新
田
へ
の
用
水
問
題
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
記
し
て
い
る
o

天
保
一
五
年
に
は
、
絵
図
付

の
証
文
で
丸
子
新
田
と
の
境
に
お
け
る
用
水
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
東
新
田
の
呼
称
方
法
(
本
田
畑
・
古
知
新
田
・
知
新
田
等
)
は
、

「
元
禄
以
前
に
検
地
し
た
る
を
本
田
畑
と
い
い
、
元
禄
以
後
享
保
以
前
に
係
れ
る
新
聞
を
古
新
田
と
称
し
て
享
保
以
後
の
新
田
に
区
別

@ 
しー

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
開
発
の
過
程
を
歴
年
的
に
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
地
調
査
を
手
が
か
り
に
史
料
を
地
理
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
新
田
は
、
安
倍
川
の
御
普
請
に
よ
る
堤
防
の
完
成
と
と
も

に
、
川
除
普
請
の
問
題
は
な
く
な
り
、
も
つ
ば
ら
、
用
水
、
排
水
に
つ
い
て
の
隣
村
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
安
定
し
た
生
産
力

を
も
っ
村
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

終
り
に
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
東
京
教
育
大
学
の
浅
香
幸
雄
先
生
、
相
模
工
業
大
学
の
中
丸
和
伯
先
生
か
ら
た
え
ず
御
指
導
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
御
協
力
を
賜
っ
た
東
新
田
、
小
坂
村
農
業
協
同
組
合
の
方
々
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

i主①①@①②①  

菊
地
利
夫
著
「
新
田
開
発
」
上
・
下
古
今
書
院

中
村
高
平
編
「
駿
河
志
料
」
文
久
元
年

新
庄
道
雄
撰
・
足
立
鍬
太
郎
校
訂
「
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
」
弘
化
一
二
年

土
木
学
会
編
「
明
治
以
前
日
本
土
木
史
」
昭
和
一
一
年
、
八
五
頁

「
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
」
(
前
掲
)
巻
八
・
有
度
郡
二
・
東
新
田

中
沢
弁
次
郎
著
「
日
本
米
価
変
動
史
」
(
柏
書
一
房
、
昭
和
田
十
年
)
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
全
国
的
に
冷
水
害
に
よ
る
大
凶
作
が
続
き
、
特
に
東
海

昭
和
三
三
年



及
び
西
日
本
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
あ
る
。
東
新
田
の
デ
ー
タ
ー
は
そ
の
具
体
的
被
害
値
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

明
治
初
年
に
作
製
さ
れ
た
東
新
田
地
籍
図
に
お
け
る
地
番
・
地
主
名
・
田
畑
別
と
、
嘉
永
四
年
改
「
本
田
名
寄
帳
」
「
新
田
名
寄
帳
」
に
お
け
る

一
筆
毎
の
地
番
・
持
主
名
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
本
田
畑
、
古
知
・
州
知
・
子
・
午
・
辰
新
田
等
、
開
発
年
代
別
に
田
畑
の
位
置
を
復
元
し
た
。

①
津
田
秀
夫
著
「
江
戸
明
代
の
三
大
改
革
」
弘
文
堂
昭
和
三
一
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、
二
四

1
二
五
頁

①
津
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「
寛
政
改
革
」
(
岩
波
講
座
「
日
本
歴
史
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世
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)
二
五

O
頁

⑬
⑪
⑬
⑬
小
坂
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農
業
協
同
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合
所
管

⑫
但
し
、
東
新
田
は
延
享
二
・
一
一
了
四
年
に
欠
損
引
な
し
。

⑬
⑬
東
新
田
区
有
文
書

⑪
横
山
油
清
著
「
日
本
田
制
史
」
八
一
一
貝
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